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前兆ニュートリノ
恒星の核燃焼フェーズで放出されるニュートリノ 
爆発のO(1000秒)前までは電子-陽電子の対生成が主な生成プロセス 
それ以降は原子核反応が主なプロセスとなる

理論モデル
KatoモデルとYoshidaモデルは同じ恒星進化モデル 
KatoモデルとPattonモデルは原子核反応を含めて計算

SK-Gdの中性子反応を仮定
検出器での応答

1秒に1イベント以下 -> 積分が必要

検出可能距離や検出可能時間はモデルや積分時間に大きく依存 
本研究の目的: 系統的な研究

評価方法
検出効率50%に対応するイベント数 
- 誤検出率 vs 距離 
- 誤検出率 vs 時間 (距離は200 pcを仮定) 
積分時間は12, 24, 48時間を比較

Katoモデルでv標準質量構造を仮定した例

議論
- SK-Gdは検出可能距離と時間で最適な積分時間が異なる 
- SK-GdとKLの比較は、KLのT=48時間が全般的に最も良い 
- JUNOは圧倒的な感度(ただし, 非ニュートリノバックグランドが含まれていない) 
- 前兆vの検出は標準質量階層構造の場合に有利 
- モデルや積分時間の違いで検出可能距離で20%程度, 検出可能時間は最大で0.3-50時間で変化. 

まとめ
- 理論モデル, 積分時間, 検出器毎での検出可能を系統的に評価 -> Annu. Rev. Nucl. Part. Sci.の一部として投稿済み
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結果
誤検出率 1 /yr を基準. 標準質量階層構造 (逆質量階層構造)の場合 

検出器パラメータ
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